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主な内容

・国立国会図書館が提供する書誌データの概要

（特長、利用、入手方法など）

・2021年1月以降の書誌情報提供サービスの変更点

・2021年1月から始まる新サービスのご案内



国立国会図書館（NDL）が提供する書誌データ

全国書誌の対象
• 法定納本制度や、寄贈・購入等
により収集した国内出版物

• 外国刊行の日本語出版物

NDL所蔵資料の書誌データ

古典籍・昭和前期
までの出版物

外国刊行の出版物
（日本語以外）

出版物の種類
• 図書、雑誌などの紙資料
• マイクロフィルム、レコード、

CD、CD-ROMなど
• 電子書籍・電子雑誌

e

全国書誌
データ



全国書誌データの特長

豊富なデータ量
・和図書のデータ件数は514万件（年に約13万件追加）

・さまざまな資料種別の書誌データを収録
図書、雑誌、地図、CD…

広範囲な資料
納本制度により、一般に流通しにくい資料
（官庁出版物、社史…）も幅広く収集

典拠データ作成
典拠とリンクした著者標目や件名標目
→精度の高い検索が可能（同一人物の複数の筆名、同名異人…）

無償での提供 どなたでも、申請なしに、無償で利用可能

新着書誌情報
作成中の書誌を速報提供
（資料が納本されてから約4日後）



書誌データの利用：無償で二次利用可能

○どなたでも、無償で利用可

○申請不要

○営利／非営利問わず利用可

○情報を付加するなどの二次利用可

（分類の追加、解説をつけるなど）

※ご利用の際は「書誌データの利用ルール」をご確認ください。
https://www.ndl.go.jp/jp/use/metadata/index.html

https://www.ndl.go.jp/jp/use/metadata/index.html


対象：NDL所蔵資料

対象：NDLで利用できる資料

対象：NDLで利用できる資料
他機関の所蔵資料や情報

1週間分の全国書誌データ

書誌データの入手方法

約2日後

翌日

外部提供インタフェース(API)

やRSS利用での取得など

即時

毎週金曜日

≪国立国会図書館ホームページ≫
テキストファイル
のダウンロード

テキストファイル
のダウンロード

テキストファイル
のダウンロード

書誌データ
作成・更新

※2020年12月終了



ただし…NDLの書誌データは

NDLへの資料到着後に作成

出版前・出版直後の資料のデータは、

JPRO近刊情報をご活用ください



JPRO近刊情報

・JPO出版情報登録センター（JPRO）が提供する、これから出る本、出たばかりの本の情報
・国立国会図書館サーチ（NDLサーチ）の検索対象

NDC分類なし
Cコード（※）
あり

（※）
出版流通で使用
されるC+4桁の
数値。
読者対象・
発行形態・
内容を示す

内容紹介も
検索対象

（画像は2020年8月6日時点）



API（外部提供インタフェース）を利用した近刊情報活用の例

・図書館システムでの利用

① NDLサーチのAPIを用いて、近刊情報を自館の図書館システムへ

取り込み ⇒選書・発注に利用

② NDLの新着書誌（作成中書誌）や完成した書誌が公開されたら、

APIを用いて取り込み、①で取り込んだデータと置き換え

（ISBNで照合可能） ⇒目録のアップデート

・ツールを用いた利用

NDL書誌データ検索シート（同志社大学 原田隆史教授）

＝APIを利用して、近刊情報を簡単にExcelで取得できるツール

（参考）国立国会図書館サーチリンク集＞2. 図書館職員向けツール

https://iss.ndl.go.jp/information/link/#2

自館の
図書館システム

NDLサーチ

https://iss.ndl.go.jp/information/link/#2


2021年1月から、

書誌情報提供サービスが

変わります



2020年12月28日をもって、NDL-Bib終了

・いくつかのダウンロード形式が終了

標準形式、引用形式、ALEPHシーケンシャル（ASF）形式

・NDL-Bibの検索コードを用いた検索は終了

・Web変換サービスも同時に終了

⇒ 書誌情報提供サービスはNDLサーチ中心に

（参考）NDL-Bib終了に関するお知らせのページ：

https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/ndl_opac.html

https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/ndl_opac.html


NDL-Bibでダウンロードできるデータ形式の今後

データ形式 今後の取得手段 備考

標準形式 なし

引用形式 なし

• 国立国会図書館オンライン
（NDLオンライン）：BibTex形式

• 国立国会図書館サーチ
（NDLサーチ）：RefWorks形式

（文献管理ソフトが必要）

MARCタグ形式
○ JAPAN/MARC（毎週更新）か
ら1週間単位でダウンロード

○ NDLサーチから1件ずつダウン
ロード（※2021年1月～）

MARC形式

記号区切り
（＄区切り）形式

△ NDLオンライン：TSV形式

△ NDLサーチ：APIツールの利用

取得できる書誌事項は
NDL-Bibと異なる

ALEPHシーケンシャル
（ASF）形式

なし



2021年1月からの

書誌データ利用は？



NDLサーチから

・検索用API

（SRU、OpenSearch）

自館の図書館システムの検索画面等から

NDLサーチの書誌データを検索し、

その結果を取得・表示することが可能

データ形式：

DC-NDL（RDF）、DC-NDL（Simple）等

・ハーベスト用API

（OAI-PMH）

NDLサーチから自館の図書館システムへ

書誌データをまとめて取得して利用

データ形式：

DC-NDL（RDF）、DC-NDL(Simple)、

SimpleDC（OAI-DC）

・NDLサーチのAPIを利用した書誌データ取得

詳細はこちら：全国書誌データ提供－国立国会図書館サーチからの提供

https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/ndl_search.html 自館の
図書館システム

NDLサーチ

https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/ndl_search.html


NDLサーチから

NDL書誌データ取得シート・検索シート（同志社大学 原田隆史教授）

APIを利用して、書誌データをExcelシートへ簡単に取り込み可能

詳細はこちら：国立国会図書館サーチリンク集＞2. 図書館職員向けツール

https://iss.ndl.go.jp/information/link/#2

ISBNを入力して
「取得」ボタン
をクリック

書誌情報が入った
リストが即完成！

（取得シートの例）

・NDLサーチのAPIを利用した書誌データ取得：ツールを活用

https://iss.ndl.go.jp/information/link/#2


NDLサーチから

・検索結果の詳細画面から書誌情報をダウンロード

データ形式：

DC-NDL（RDF）、JSON、

MARC形式（※）、MARCタグ形式（※）

※MARC形式及びMARCタグ形式は

2021年1月から提供開始。

NDLが作成したデータのみが対象。

＜NDLサーチ詳細画面＞



NDLサーチから

・RSS配信

新着書誌情報、全国書誌及び全国書誌

（電子書籍・電子雑誌編）の更新情報を、

RSS形式（RSS2.0）で提供

⇒RSSデータを取得するプログラム等で

活用可能

RSS仕様及び使い方はこちらを参照：

国立国会図書館サーチが提供するRSS

http://iss.ndl.go.jp/information/api/rss_info/#2

http://iss.ndl.go.jp/information/api/rss_info/#2


NDLオンラインから

・検索結果一覧から ・検索結果の詳細画面から

データ形式：TSV形式、BibTex形式

書誌情報を
ダウンロード
（まとめて取得：
最大100件まで）

書誌情報を
ダウンロード
（1件ずつ取得）

タイトルをクリックして
詳細画面へ



JAPAN/MARCデータ（毎週更新）から

週1回、前週木曜日～水曜日の間に作成完了・更新・削除した書誌データを掲載

データ形式：MARC形式、MARCタグ形式 ※MARC 21フォーマットを採用

https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb_product.html

https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb_product.html


（参考）MARC形式、MARCタグ形式データの例

MARCタグ形式

MARC形式



2021年1月から、

新サービスが始まります



NDLサーチからMARC形式、MARCタグ形式のデータを提供

・NDLサーチの詳細画面から

1件単位でダウンロード可能

・対象はNDLが作成した

書誌データのみ

画面イメージ
（ダウンロード可能な場合にリンクが出現）

NEW



NDLサーチからダウンロードしたMARC形式等の利用方法

NEW

＜NDLサーチ詳細情報画面＞ 方法① MARCタグ形式をブラウザーで表示し、コピペ

MARC
形式

方法② MARC形式を1件単位でダウンロード後に
ツールで１つのファイルに統合

方法③ NDL書誌データ取得シート・検索シートで
MARC形式をダウンロードして、
１つのファイルに統合

図書館システムに
取込み

図書館システムに
取込み

＜国立国会図書館サーチが提供するAPI＞
https://iss.ndl.go.jp/information/api/riyou/

※ツールを
提供予定

※ツールを
提供予定

MARC
形式

MARC
形式
MARC
形式

MARC
形式

※ブラウザーの設定により、

MARCタグ形式を出力すると

ダウンロードのウインドウが

表示される場合があります。

https://iss.ndl.go.jp/information/api/riyou/


Web NDL AuthoritiesとNDLオンラインの連携開始

国立国会図書館典拠データ検索・提供

サービス（Web NDL Authorities）

詳細情報画面上のボタンから、

その典拠データとリンクする

NDLオンラインの書誌データが

検索可能に

※現在のNDLサーチとの連携は終了

※新画面イメージは後日公開

NEW

中略

典拠データは
複数の形式で
ダウンロード
可能



新たな典拠データの提供開始

（1）著作

和図書及び国内刊行洋図書を対象に、以下の著作の典拠データを提供開始

・復刻・翻刻又は翻訳（現代語訳・口語訳を含む）された古典作品の原著作

・日本語訳のタイトルが複数存在する近現代の作品の原著作

NEW

Le petit prince

著作

Le petit prince

著者名 / 件名と同様に
著作で検索可能に

NEW!

著作そのものが
具体化された図書
(翻刻･翻訳etc.)
を検索

※2021年1月以降、新たに書誌を作成する資料の著作が対象



新たな典拠データの提供開始

（2）ジャンル・形式用語

資料の内容の類型や様式を言葉で表すジャンル・形式用語を、

和図書及び国内刊行洋図書を対象に導入

導入当初は「漫画」「児童書」「LLブック」「議会資料」の4つを適用

（3）アジア言語資料典拠

アジア言語資料の著者に相当する個人名及び団体名の典拠

約1万7千件の提供開始

NEW



古典籍総合目録データベースとの連携開始

著作の典拠データの詳細情報画面から、当該著作と対応

する「日本古典籍総合目録データベース」

（https://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/）の著作情報にリンク

※大学共同利用機関法人人間文化研究機構国文学研究資料館との

連携・協力に関する協定に基づく

NEW

https://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/


書誌データに関する最新情報・お問合せ

書誌情報提供サービスのページ
https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/index.html

お問合せはこちらまで

bib-dl@ndl.go.jp

https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/index.html
mailto:bib-dl@ndl.go.jp

